
 

 

第74回全国植樹祭岡山県準備委員会（第１回） 

日 時︓令和元年９月５日（木）1４:０0〜1５:３0 

場 所︓岡山県庁３階大会議室 

次 第 

１ あいさつ 

２ 議 事 

（１）第74回全国植樹祭岡山県準備委員会の設置について【資料１】 

（２）全国植樹祭の概要について【資料２】 

（３）開催までのスケジュールについて【資料３】 

（４）基本構想について【資料４－１〜４】 

（５）準備委員会の進め⽅について【資料５】 

 

＜資料＞ 

【資料１】     第74回全国植樹祭岡山県準備委員会設置要綱 

【資料２】     全国植樹祭の概要について 

【資料３】     第74回全国植樹祭岡山県開催までのスケジュール 

【資料４－１】   第74回全国植樹祭基本構想について 

【資料４－２－１】 先催県における「開催理念」の記載例 

【資料４－２－２】 岡山県における「開催理念」のキーワード（案） 

【資料４－３】   第74回全国植樹祭会場候補地検討会議の進め⽅（案） 

【資料４－４】   第74回全国植樹祭式典会場候補地の選定基準（案） 

【資料５】     第74回全国植樹祭岡山県準備委員会の進め⽅ 



 

 

 第７４回全国植樹祭岡山県準備委員会（第 1 回） 出席者名簿  
（敬称略） 

区 分 所属・団体名 役 職 氏 名 代理出席 

学識経験者 

   (2) 
中国学園大学・中国短期大学 学 ⻑ 千葉 喬三  

岡山県⽴大学 理事⻑兼学⻑ 沖  陽子  

緑化・林業  

関係団体 

(4) 

(公社)岡山県緑化推進協会 会 ⻑ 井手紘一郎  
事務局⻑ 

杉本 孝一 

岡山県森林組合連合会 代表理事会⻑ 井手紘一郎  
代表理事専務 

吉岡 哲哉 

(一社)岡山県木材組合連合会 会 ⻑ 田中 信⾏  

岡山県山林種苗協同組合 理事⻑ 難波 芳英 （欠席） 

各種団体 

(4) 
岡山県商工会議所連合会 会 ⻑  松田  久 

岡山県商工会議所 
連合会専務理事 

高橋 邦彰 

岡山県商工会連合会 会 ⻑ ⾦⾕ 征正 
事務局⻑ 

額田 修弘 

(公社)岡山県観光連盟 会 ⻑ 岡﨑  彬  

(公社)岡山県文化連盟 会 ⻑ 若林 昭吾  

市町村 

(2) 
岡山県市⻑会 会 ⻑ 片岡 聡一 

参与(次⻑事務取扱) 
角田 篤司 

岡山県町村会 会 ⻑ 山崎 親男 
次⻑ 

林  秀和 

県関係 

(5) 
岡山県 副知事 佐藤 兼郎  

岡山県環境文化部 部 ⻑ 古南 篤子  

岡山県産業労働部 部 ⻑ ⼩林 健二  

岡山県農林⽔産部 部 ⻑ 伊藤 敦哉  

岡山県警察本部警備部 部 ⻑ 大石 和雄  

合 計 17 名 
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 資 料１  
第７４回全国植樹祭岡山県準備委員会設置要綱 

 
（目的） 
第１条 第７４回全国植樹祭の開催準備を円滑に推進するため、第７４回全国植樹祭岡山

県準備委員会（以下「準備委員会」という。）を設置する。 
（所掌事項） 
第２条 準備委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる業務を⾏う。 
（１） 基本構想の策定に関すること。 
（２） その他前条の目的を達成するために必要な業務に関すること。 
（組織） 
第３条 準備委員会は、別表 1 に掲げる者をもって構成する。 
２ 準備委員会に委員⻑１名、副委員⻑２名を置く。 
（委員⻑及び副委員⻑） 
第４条 委員⻑は、岡山県副知事をもって充てる。 
２ 副委員⻑は、委員⻑が指名する。 
３ 委員⻑は、準備委員会を代表し、会務を総理する。 
４ 副委員⻑は、委員⻑を補佐し、委員⻑に事故があるときは、その職務を代理する。 
（会議） 
第５条 委員⻑は、必要に応じて準備委員会を招集し、その会議の議⻑となる。 
２ 委員は、会議に出席できないときは、代理⼈を出席させることができる。 
３ 委員⻑は、協議事項に関して必要があると認めるときは、委員の追加をすることがで

きる。 
４ 委員⻑は、協議事項に関して必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、

意⾒を聴取することができる。 
（会場候補地検討会議） 
第６条 準備委員会の下に会場候補地検討会議（以下「検討会議」という。）を置く。 
2 検討会議は、別表 2 に掲げる者をもって構成する。 
3 検討会議に議⻑ 1 名、副議⻑ 1 名を置く。 
4 検討会議は、会場候補地に関して、準備委員会に提案すべき事項に関する業務を⾏う。 
（議⻑及び副議⻑） 
第 7 条 検討会議の議⻑は、委員の互選により定める。 
2 副議⻑は、議⻑が指名する。 
3 検討会議は、議⻑が招集する。 
4 副議⻑は、議⻑を補佐し、議⻑に事故あるときはその職務を代理する。 
（事務局） 
第 8 条 準備委員会の事務を処理するために、岡山県環境文化部自然環境課に事務局を置

く。 
（承継） 
第 9 条 準備委員会は、第７４回全国植樹祭岡山県実⾏委員会（以下「実⾏委員会」とい

う。）が設⽴されたときは、その業務を実⾏委員会に引き継ぎ解散する。 
（その他） 
第１０条 この要綱に定めるもののほか、準備委員会の運営に関し必要な事項は、委員⻑

が別に定める。 
 

附 則 
この要綱は、令和元年 9 月 5 ⽇から施⾏する。 



 

 

別表 1（第３条関係） 

 第７４回全国植樹祭岡山県準備委員会委員  
 

区 分 所属・団体名 役 職 氏 名 備考 

学識経験者 

   (2) 

中国学園大学・中国短期大学 学 ⻑ 千葉 喬三  

岡山県⽴大学 理事⻑兼学⻑ 沖  陽子  

緑化・林業  

関係団体 

(4) 

(公社)岡山県緑化推進協会 会 ⻑ 井⼿紘⼀郎  

岡山県森林組合連合会 代表理事会⻑ 井⼿紘⼀郎  

(⼀社)岡山県木材組合連合会 会 ⻑ 田中 信⾏  

岡山県山林種苗協同組合 理事⻑ 難波 芳英  

各種団体 

(4) 

岡山県商工会議所連合会 会 ⻑  松田 久  

岡山県商工会連合会 会 ⻑ ⾦⾕ 征正  

(公社)岡山県観光連盟 会 ⻑ 岡﨑  彬  

(公社)岡山県文化連盟 会 ⻑ 若林 昭吾  

市町村 

(2) 

岡山県市⻑会 会 ⻑ 片岡 聡⼀  

岡山県町村会 会 ⻑ 山崎 親男  

県関係 

(5) 

岡山県 副知事 佐藤 兼郎  

岡山県環境文化部 部 ⻑ 古南 篤子  

岡山県産業労働部 部 ⻑ ⼩林 健二  

岡山県農林⽔産部 部 ⻑ 伊藤 敦哉  

岡山県警察本部警備部 部 ⻑ 大石 和雄  

合 計 17 名 

 

  



 

 

別表 2（第 6 条関係） 

 第７４回全国植樹祭岡山県準備委員会会場候補地検討会議委員  
 

区 分 所属・団体名 役 職 氏 名 備考 

学識経験者 中国学園大学・中国短期大学 学 ⻑ 千葉 喬三  

緑化・林業 

関係団体 
(公社)岡山県緑化推進協会 会 ⻑ 井⼿紘⼀郎 

 

各種団体 

岡山県商工会議所連合会 会 ⻑  松田 久  

(公社)岡山県観光連盟 会 ⻑ 岡﨑  彬  

県関係 

岡山県環境文化部 部 ⻑ 古南 篤子  

岡山県警察本部警備部 部 ⻑ 大石 和雄  

合 計 6 名 
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会
場

愛
知

県
森

林
公

園
休

養
の

森

南
門

愛
知

県
昭

和
の

森
記

念
の

森

四
季

の
丘

愛
知

県
森

林
・
林

業
技

術
セ

ン
タ

ー

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場

オ
ア

シ
ス

２
１

豊
橋

総
合

動
植

物
公

園
（
の

ん
ほ

い
パ

ー
ク

）

尾
張

旭
市

渋
川

福
祉

セ
ン

タ
ー

式
典

会
場

の
愛

知
県

森
林

公
園

を
は

じ
め

、
県

内
５

ヶ
所

に
て

招
待

者
の

記
念

植
樹

を
実

施
。

ま
た

、
県

内
３

ヶ
所

に
、

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
を

設
置

。

●
開
催
会
場

３
近
年
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

7



３
近
年
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

●
式
典
行
事
概
要

プ
ロ
ロ
ー
グ

ア
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
、

感
謝

状
及

び
記

念
切

手
の

贈
呈

等
。

３
近
年
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

1
0
:2

3
〜

1
1
:0

0
（
3
7
分

）

記
念
式
典

天
皇

皇
后

両
陛

下
に

よ
る

お
手

植
え

・
お

手
播

き
、

天
皇

陛
下

の
お

こ
と

ば
、

各
種

表
彰

、
苗

木
の

贈
呈

、

ア
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
、

大
会

宣
言

、
リ

レ
ー

セ
レ

モ
ニ

ー
等

。

1
1
:0

0
〜

1
1
:5

5
（
5
5
分

）

お
手

植
え

樹
種

お
手

播
き

樹
種

天
皇

陛
下

ス
ギ

（
あ

い
ち

ニ
コ

杉
）

ク
ス

ノ
キ

フ
モ

ト
ミ

ズ
ナ

ラ

ヒ
ノ

キ

ア
ベ

マ
キ

皇
后

陛
下

シ
デ

コ
ブ

シ

ヒ
ト

ツ
バ

タ
ゴ

シ
キ

ザ
ク

ラ

ハ
ナ

ノ
キ

マ
メ

ナ
シ

＜
両

陛
下

の
お

手
植

え
・
お

手
播

き
樹

種
＞

天
皇

皇
后

両
陛

下
に

よ
る

お
手

植
え

ア
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン

8



３
近
年
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

・
国

土
緑

化
運

動
・
育

樹
運

動
ポ

ス
タ

ー
原

画
コ

ン
ク

ー
ル

・
緑

化
功

労
者

・
全

日
本

学
校

関
係

緑
化

コ
ン

ク
ー

ル

・
愛

知
県

緑
化

関
係

表
彰

【
表

彰
】

大
会

会
長

、
農

林
水

産
大

臣
、

文
部

科
学

大
臣

、

愛
知

県
知

事
、

愛
知

県
議

会
議

長

【
受

賞
】

受
賞

者
代

表

＜
各

種
表

彰
＞

エ
ピ
ロ
ー
グ

1
1
:5

5
〜

1
2
:1

8
（
2
3
分

）

ア
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン

ア
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン

9



●
お
も
て
な
し
広
場

■
式

典
会

場
と

近
接

し
て

お
も

て
な

し
広

場
を

設
置

。
招

待
者

が
安

心
・
安

全
・
快

適
に

過
ご

せ
る

よ
う

、
総

合

案
内

所
や

湯
茶

接
待

コ
ー

ナ
ー

、
救

護
所

、
仮

設
ト

イ
レ

等
を

整
備

。

■
愛

知
県

の
木

づ
か

い
や

森
づ

く
り

活
動

の
取

組
み

や
花

き
を

は
じ

め
と

し
た

農
林

水
産

物
、

観
光

、
特

産
品

等
を

招
待

者
に

広
く
Ｐ

Ｒ
す

る
た

め
、

各
種

展
示

コ
ー

ナ
ー

や
観

光
案

内
所

、
物

産
販

売
ブ

ー
ス

等
を

関
係

団
体

の
協

力
に

よ
り

運
営

。

■
お

も
て

な
し

ス
テ

ー
ジ

で
は

、
愛

知
県

に
ゆ

か
り

の
あ

る
歌

や
踊

り
、

郷
土

芸
能

等
の

演
目

を
実

施
。

３
近
年
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

各
種

展
示

コ
ー

ナ
ー

1
0



●
お
も
て
な
し
広
場

３
近
年
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

物
産

販
売

ブ
ー

ス
お

も
て

な
し

ス
テ

ー
ジ

お
も

て
な

し
広

場
の

様
子

1
1



●
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

会
場
位
置
図

会
場
位
置
図

豊
橋
総
合
動
植
物
公
園

尾
張
旭
市

渋
川
福
祉
セ
ン
タ
ー

オ
ア
シ
ス
2
1

■
式

典
参

加
者

の
み

な
ら

ず
、

多
く
の

県
民

の
方

々
に

第
7
0
回

全
国

植
樹

祭
を

体
感

し
て

い
た

だ
く
た

め
、

名
古

屋
市

の
オ

ア
シ

ス
２

１
と

豊
橋

市
の

豊
橋

総
合

動
植

物
公

園
（
の

ん
ほ

い
パ

ー
ク

）
、

尾
張

旭
市

の

尾
張

旭
市

渋
川

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
サ

テ
ラ

イ
ト

会
場

を
設

置
し

、
式

典
の

放
映

や
各

種
出

展
ブ

ー
ス

を

設
置

。

３
近
年
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

オ
ア

シ
ス

２
１

（
名

古
屋

市
）

1
2



●
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

■
天

皇
皇

后
両

陛
下

の
御

臨
席

を
賜

り
、

招
待

者
の

来
訪

を
歓

迎
。

令
和

元
年

6
月

1
日

（
土

）

名
古

屋
観

光
ホ

テ
ル

約
5
0
0
名

程
度

（
中

央
・
県

外
・
県

内
特

別
招

待
者

）

３
近
年
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

●
作
品
御
覧

■
国

土
緑

化
運

動
・
育

樹
運

動
ポ

ス
タ

ー
原

画
コ

ン
ク

ー
ル

の
優

秀

作
品

及
び

第
7
0
回

全
国

植
樹

祭
ポ

ス
タ

ー
原

画
作

品
を

展
示

し
、

天
皇

皇
后

両
陛

下
に

御
覧

い
た

だ
く
。

レ
セ

プ
シ

ョ
ン

作
品

御
覧

【
開

催
日

】

【
会

場
】

【
出

席
者

】

令
和

元
年

6
月

1
日

（
土

）

名
古

屋
観

光
ホ

テ
ル

優
秀

作
品

受
賞

者

【
開

催
日

】

【
会

場
】

【
出

席
者

】

1
3



●
地
域
植
樹
イ
ベ
ン
ト

■
県

民
参

加
に

よ
る

森
林

づ
く
り

活
動

を
進

め
る

た
め

、
県

内
各

地
域

で
、

植
樹

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
。

３
近
年
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

●
苗
木
の
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ

■
緑

の
大

切
さ

と
緑

づ
く
り

へ
の

関
心

を
高

め
る

た
め

、
小

中
高

生
や

み
ど

り
の

少
年

団
の

協
力

に
よ

り
、

全
国

植
樹

祭
で

使
用

す
る

苗
木

を
育

成
。

阿
久

比
町

植
樹

祭
ど

ん
ぐ

り
交

流
会

才
兼

池
公

園
植

樹
祭

平
成

2
9
年

度
実

施
状

況
平

成
2
8
年

度
実

施
状

況

1
4



３
近
年
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

●
１
年
前
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト

■
大

会
の

周
知

、
開

運
機

運
の

醸
成

を
図

る
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

。

主
催

、
来

賓
、

出
演

者
等

に
よ

る
記

念
植

樹
農

林
水

産
関

係
出

展
ブ

ー
ス

全
国

植
樹

祭
に

向
け

た
応

援
の

ぼ
り

作
り

代
表

者
記

念
植

樹
の

苗
木

を
高

校
生

に
お

渡
し

カ
ウ

ン
ト

ダ
ウ

ン
ボ

ー
ド

の
お

披
露

目
カ

ウ
ン

ト
ダ

ウ
ン

ボ
ー

ド

1
5



資
料
３

年
度
 

 
区

分

主
要

な
動

 
 き

大
会

実
施

組
織

体
制

県
決

定
事

 
 項

関
連

事
業

等

令
和
５
年
度

開
催
年
（
春
季
）

第
74

回
全
国
植
樹
祭
岡
山
県
開
催
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
30
年
度

(開
催
５
年
前
)

令
和
元
年
度

（
開
催
４
年
前
）

令
和
２
年
度

（
開
催
３
年
前
）

令
和
３
年
度

（
開
催
２
年
前
）

令
和
４
年
度

（
開
催
１
年
前
）

基
本
構
想

◆
開
催
理
念

◆
開
催
規
模

◆
開
催
会
場
候
補
地 等

基
本
計
画

◆
大
会
テ
ー
マ
選
定

◆
広
報
・
啓
発
計
画

◆
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
選
定

◆
宿
泊
輸
送
計
画

◆
大
会
ポ
ス
タ
ー
原
画
選
定
◆
大
会
運
営
計
画

◆
式
典
等
行
事
計
画

◆
会
場
整
備
等

実
施
計
画

◆
式
典
等
行
事
詳
細
計
画

◆
大
会
運
営
詳
細
計
画

◆
宿
泊
輸
送
詳
細
計
画

◆
会
場
整
備

◆
広
報
・
啓
発
の
実
施
等

準
備
委
員
会

（
９
月
設
置
）

◎
開
催
申
出

◎
開
催
県
内
定

◎
｢基
本
構
想
｣策
定

◎
開
催
県
決
定

◎
開
催
会
場
決
定

◎
｢基
本
計
画
」
承
認

◎
開
催
日
決
定

◎
「
実
施
計
画
」
承
認

全 国 植 樹 祭 開 催

◎
招
致
表
明

全
国
林
業

後
継
者
大
会

実
行
委
員
会

実
行
委
員
会

実
施
本
部

プ
レ

イ
ベ

ン
ト

開
催

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル



                           資料４－１  

第 74 回全国植樹祭 基本構想について 
 
１ 基本構想とは 
  全国植樹祭の開催にあたり、開催理念や開催内容の方向性等の基本的な事項を定

めたもの 
 
２ 基本構想の構成（先催県の事例による） 
 
第 1 章 はじめに 

１ 策定の趣旨    
 ２ 全国植樹祭とは  

３ 岡山県での開催状況  
 
第２章 開催方針 
 １ 開催理念     ※基本構想の中で具体的に記載 

２ 基本方針 
 ３ 大会テーマ             

     ４ シンボルマーク・大会ポスター原画 
     ５ 開催会場     ※基本構想の中で具体的に記載 
     ６ 開催規模     ※基本構想の中で具体的に記載 
     ７ 開催時期 
     ８ 企業協賛等     

第３章 式典⾏事    （詳細については、基本計画、実施計画で策定） 
１ 基本的な考え方 
２ 式典演出   
３ 式典運営 
   

第４章 植樹⾏事    （詳細については、基本計画、実施計画で策定） 
１ 基本的な考え方 
２ お手植え、お手播き 
３ 記念植樹 
   

第５章 会場整備等   （詳細については、基本計画、実施計画で策定） 
 １ 基本的な考え方 
 ２ 会場整備 

３ 交通・宿泊等 
  
第６章 記念事業等   （詳細については、基本計画、実施計画で策定） 
 １ 基本的な考え方    
 ２ 記念事業 
 ３ 関連事業 
 ４ 広報活動 
    
第７章 運営方針等 
 １ 基本的な考え方    
 ２ 実施組織 
 ３ 開催準備スケジュール 
      

 



資料４－２－１

開催年 開催県 開 催 理 念

R4 岩手県

・県⺠総参加による森林づくりと、森林資源の循環利⽤を推進する。
・森林の恩恵を県内外にアピールし、健全で豊かな森林を次の世代
 へ引き継ぐ。
・世代を越え県を越え全国の皆さんが参加できる植樹祭にする。
・感謝の気持ちを込めて東⽇本⼤震災津波からの復旧・復興の姿を
 国内外へ発信する。

R3 滋賀県

 ふるさと滋賀の地域特性である「森－川－⾥－湖」のつながりと、い
にしえより培われてきた「森林」、「びわ湖」、「⼈（暮らし）」のか
かわりを再確認し、将来を⾒据えながら森林を守り、活かし、これらの
取組を⽀えることで、碧（あお）く輝くびわ湖と健全で緑豊かな森林
を、次の世代、その次の世代へと持続的につないでいく。

R2 島根県

 新たな緑の循環を進める決意を全国にアピールする。また、全国植樹
祭の開催を通じて、森林や林業の役割を再認識するとともに、県⺠参加
の森林づくりを拡⼤する契機とする。
 併せて、本県の豊かな自然や⼈々の営みが創り上げてきた文化（古代
神話、「出雲⼤社造営」や「たたら製鉄」における⽊材利⽤等）など、
島根県の特徴や魅⼒を全国に発信する。

R元 愛知県  「⽊材の利⽤」を⼭村(やま)と都市(まち)をつなぐ架け橋とし、健全
で活⼒のある「森林(もり)づくり」と「都市(まち)づくり」を進める。

H30 福島県

・県⺠参加の森林（もり）づくり活動を推進する。
・福島県の復興・発展を加速する原動⼒とする。
・海岸防災林の復旧・再⽣や放射性物質の影響を受けた森林の再⽣を
 目指す。
・県内外の多くの方が参加できるようにする。
・国内外からの⽀援に対する感謝と復興に向かって強く歩み続ける
 福島の姿を広く発信する。

先催県における「開催理念」の記載例



 

 

 資料４－２－２   

 

岡山県における「開催理念」のキーワード（案） 

 

●豊富な森林資源の循環利⽤ 

●少花粉スギ・ヒノキ苗木による植替え 

●森の果たす機能 

●収益性の高い林業 

●都市やその近郊の身近な生活環境における緑化の形成促進 

●豊かな⾃然を守り育てるための県⺠の活動 

●歴史・文化などの岡山県の数多くの魅⼒を全国にアピール 

●緑あふれる郷土を輝く未来へつなぐ 

 

 



 

 

 資料 4－３  

第 74 回全国植樹祭会場候補地検討会議の進め方（案） 
 

 １ 会場候補地検討会議の設置 

    第 74 回全国植樹祭の会場候補地を選定するため、第 74 回全国植樹祭岡山県準

備委員会（以下「準備委員会」という。）設置要綱第 6 条により、会場候補地検討

会議（以下「検討会議」という。）を設置し、会場候補地に関して、準備委員会に

提案すべき事項に関する業務を⾏う。 
 

2 会場候補地選定の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

       

 

   

準備委員会 
 

①会場候補地選定基準（案）を協議・策定 

⑤会場候補地検討会議から提案された会場候補地案を協議 

⑥会場候補地を選定 

会場候補地検討会議 
③県内の候補地を総合的に評価し、会場候補地案を選定 

④会場候補地案を 

提案 

②会場候補地の 

検討を指示 



 

 

 資料 4－４  

第 74 回全国植樹祭 式典会場 候補地の選定基準 （案） 
 

（公社）国⼟緑化推進機構の全国植樹祭等運営要綱、先催県での事例、本県の実情等を
踏まえ選定基準を設定。この基準に基づき、該当する候補地を複数抽出後、総合的に評価
して準備委員会として式典会場候補地を選定。 
 
１ 国⼟緑化推進機構 『全国植樹祭・全国育樹祭運営要綱』 ［第 4 条（5）〜（8）］ 

における会場選定等に係る留意事項 
 

〈第４条（１）〜（４）略〉 
 
(5）植樹祭開催県は、機構と協議の上、会場を選定すること。この場合、交通、宿泊、宿泊人

員、規模等を考慮し、会場の造成に当たっては、極⼒現地形の有効利⽤によって地形の変形
は必要最小限に止めるものとし、必要があれば、植樹地の分散、会場と植樹地の分離等につ
いても考慮すること。 

(6）参加人員は、会場の広さ、交通機関の条件等を考慮して定めるものとする。参加者の範囲
は、全国植植擦の目的、性格に適する範囲とすること。 

(7）全国植樹祭の開催に必要な施設の設置については、極⼒既存の施設の利⽤を考慮し、新設
する場合は、単⼀目的、短期利⽤のものは極⼒避け、多目的、⻑期利⽤可能なものを設置す
るよう配慮すること。 

(8）全国植樹祭の開催に当たっては、全国植樹祭の性格、目的に照らし、質素に⾏うことと
し、経費の節減に努めるものとする。 

 
2  先催県の開催事例 （使⽤した施設 ・大会規模等） 
   資料２ スライド４「近年の開催状況について」のとおり 
 
３ 本県における式典会場の選定基準案 
（１）基本要件   ① 開催時（令和５年）に確実に利⽤可能なこと 

・公有地、公有施設が望ましい 
② 既存施設の活⽤ 

・大規模な⽤地造成や修景工事等を要しないこと 
③ 開催経費の縮減 

・質素に⾏うこととし、経費の節減に努める 
④ 式典運営が可能な会場⾯積と適切な移動時間の確保 

・3〜4 千人程度以上の招待者等に対応できる式典会場及びおも
てなし広場等を配置可能な⾯積 

・想定される招待者等宿泊先やレセプション会場から円滑な移
動が可能な地域に確保できること 

 



 

 

 
 
 
⑤ 荒天時の会場確保 

・式典会場（晴天時）から比較的近く、少なくとも 2,500 人程
度以上の招待者等に対応できる屋内施設 

⑥ 会場への接続道路に迂回路があること 
・災害や事故等の緊急事態に備え、想定される通⾏ル－トの他

に迂回路が存在すること。また、何れの道路も大型バスの通
⾏が可能であること 

 
（２）その他の条件 ⑦ 想定される招待者等の宿泊先から会場までのアクセス道路の状

態が良好なこと 
⑧ 会場及び周辺の環境・景観が良好であることが望ましい 
⑨ おもてなし広場は、式典会場の隣接地に設定可能であることが 

望ましい 
⑩ 会場となる施設内⼜は隣接地等に、大型バス乗降所及び駐⾞場 

（200 台程度）、式典運営等関係⾞両の駐⾞場（50 台程度以
上）を配置できることが望ましい 

⑪ 会場所在市町村が全国植樹祭の開催に協⼒的であることが望ま 
しい 

 



 

 

 
 

  資料５  
 
 

第７４回全国植樹祭岡山県準備委員会の進め方について 
 
 

会 議 主な協議事項 

【第１回】 １ 全国植樹祭岡山県準備委員会の設置について 

令和元年９月５日 

２ 全国植樹祭の概要について 

３ 開催までのスケジュールについて  

４ 基本構想について 

５ 準備委員会の進め方について 

 ※ 会場候補地検討会議（２回程度） 

【第２回】 基本構想について（素案） 

【第３回】 基本構想について（案） 

 
 

第７４回全国植樹祭基本構想（岡山県） 

【令和２年３月策定・公表（予定）】 


